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1) 抑制因子活性測定: ddo系マウスに Ehrlich 腹水宮細胞を腹腔内に移植，第7日日に腹水を穿刺し，
分離洗練して Ehrlich 腹水癌細胞を得，その 50万個に，予備実験で測定して辛うじて全細胞が変化す








(1) その作用に就て。 正常人血清は Ehrlich 腹水癌細胞を治解する。かかる細胞は移植性を失い，
Azur U によって可染性となり，細胞の内部呼吸および嫌気的解糖は著明に低下する凸これら一連
の細胞変化，代謝変化は無細胞腹水によっていずれも抑制され細胞溶解をきたさなくなる。
(2) 無細胞腹水の抑制作用と移植後日数との関係。移植 4 日以降経過に伴って活性は低下する口





(6) 抑制因子の Ehrlich 腹水癌細胞による吸収o Ehrlich 腹水癌細胞によって吸収されない口
(7) 抑制因子の溶血系補体に対する影響。感作午血球に対する人血清による溶血作用を阻害しないが，
モルモット血清による溶血作用を抑制する。
(8) 抗 Ehrlich 腹水癌細胞家兎免疫血清による Ehrlich 腹水癌細胞溶解作用に対する抑制因子の作用。
熔解作用を抑制するが，抗体および補体の作用を阻害する。
(9) 抑制因子の分画。無細胞腹水の抑制活性はエーテノレまたは石油エーテルに移行しなし o 硫安分画








1) Ehrlich 腹水癌無細胞腹水は，人血清の Ehrlich 腹水庇細胞溶解作用を阻害するの 1tl~細胞腹水中に合
まれる抑制因子は Euglobulin 以外の複合体であると忠われるつ抑制因子は，耐熱性因子 (r グロブリ
ン)の作用を阻害しさらに易熱性因子の作用をも阻害するつ
2) 単独で Ehrlich腹水癌細胞を破壊しない動物血清は， 1) にのべた類以の抑制作JU をポすが，溶解能を
有する動物血清に対しては，無細胞腹水は抑制作用を呈するつ
論文の審査結果の要旨




Ehrlich 腹水癌細胞を接種された動物の腹水より癌細胞を遠沈除去した無細胞腹水は， Ehrlich 腹水癌細
胞に対する人血清の溶解作用を，著明に抑制する。無細胞腹水中の乙の抑制因子は， 650C 30 分の加熱で
失活し，非透析性で， Euglobulin 以外の複合物と考えられる。この因子は上記溶解に関与する人血清中の
耐熱性囚子のみならず，易熱性因子に対しでも，その作用を抑制する。
単独では Ehrlich 腹水癌細胞を溶解し得ないマウス，ラッテ，モルモット，馬等の血清には，無細胞腹
水と類似の作用を示す抑制物質を証明できる口一方同細胞に対し溶解能を示す猿，家鶏，家兎，犬，猫，
牛等の血清は， Ehrlich 腹水癌細胞を除去したマウスの無細胞腹水によって抑制を受ける。
岡村の証明した上記無細胞腹水中抑制物質は，ある hetero の血清のもつ先天性の細胞溶解作用に対し，
その個体の体液中に保護的に働く因子を見出した点で，興味あるものと思う巴
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